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概要 : 自 動車車体の パ ネ ル は ピ ー ド な どで補剛 さ れて い る o ピ ー ドパ ネ ル
に非拘束型制振材 を 積層 し た場合の振動減衰特性 を 数値 シ ミ ュ レ ー シ ョ
ン で求め 実験結果 と 比較 し た 。 シ ミ ュ レ ー シ ョ ン で は ソ リ ッ ド要素 を 用
い た有 限要素法 (FEM) と モ ー ダル歪みエ ネ ル ギー 法 を 組み合わ せた計算
法 を 用 い た 。 減衰値お よ び歪みエ ネ ル ギ ー 分布 の 計算結果 を 補 剛 さ れて
い な い平板の結果 と 比較 し ピ } ドの影響 を 調べ た 。
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1 . は じ め に
制振材 は 固体音 を 低減す る た め に 自 動車の

車体に 使用 さ れて い る o し か し 制振材 を積層
し た構造物の動特性 は 、 平板な ど単純な 形状
では解明 さ れて い る がω ω ω ω (5) 、 車体の よ
う に複雑 な 形状 を 持つ場合は充分に解明 さ れ
て お ら ず、 報告 も 少 な い 刷 。 筆者 ら はそーダ Jlt
歪みエネルギ ー法 σ) (8) (9) と ソリッド 要素 を 用 い た有
限要素法 (FEM) に よ る 減衰特'性のシミュレーション を
検討 し て き た 。 本報で は代表的 な車体用 の 三
次元部材 と し て ピ ード に よ り 補剛 さ れたハ・ 紗
を 選 ん だ 。 非拘束型制振材 を積層 し 減衰特性
を 計算 し 、 ピ ード の 影響 を 調べた 。

2 . 減衰特性の 解析手法

(1) 壬ータ・ ル歪 みヱネルキ・ ー法 的 紛 (9) と F E M

制振材 を積層 し た構造物 の 減衰 (モ ー ド損
失係数 η n) を 米国の 航空宇宙の分野で用 い ら
れて い る モ ーダ Jlt査みエネ ル ギー 法 に よ り 計
算 し た 。 そ の概要 を 示す 。

損失係数 ヂ の 定義式 は

ヂ =D/ (2 π ・ s) - - - - - - - - - - - - - - - - - (1) 
s : 振動1サ イ ク ル 中 の最大歪 みエ ネ ル ギ ・
D: lサ イ ク ル 中 に 減衰で消散す る エ ネ ル ギ ・
こ れ を積層構造の構成要素 ご と に 分 け れば

h層 ， 要素eの歪み

n 振動 モ } ド の 次数，
れ : 材料h が持つ損失係数

m 積層構造 を 構成す る 材料の 数
bb : 各層 を 構成す る 要素の 中 で材質h に 相

当す る 要素の 数
(2) 式 は積層構造の n 次振動モ ー ド の 減衰

(損失係数 守 n) を 表す 。 式 中 の n次， h 層 ， 要素
eの歪みエ ネ ル ギ} 分担率 は ソ リ ッ ド要素 を
用 い たFEM実固有値解析 を 使 っ て求め る 。
な お 固有値解析 はF陀EMの 汎用コ:J-トド. M附scυ/ N貼AS訂T‘官R
N を 用 い た o

(2) 周 波数， 温度依存性 の 換算方法 ω
制振材の材料特性 に は周 波数， 温度依存性が

あ る o し た がっ て 、 材料の周 波数依存性 と 、
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n n 唸~11h ell (n次，
エネルギー分担率）ー―----（2) 
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